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している o 提案された視覚化機構は選択・粒度・ XY軸・表示ルールの 4 種類のパラメータにより楽曲構造の一部を
切り出し，表示を生成する。選択と粒度のパラメータで利用者が注目する音楽的意味と粒度を指定する o XY軸のパ
ラメータで音楽的意味と表示のXY軸との対応を指定し，表示ルールのパラメータでは音楽的意味と表示属性との対
応を指定する。これにより生成された楽曲構造に対するビュー表示は利用者が注目する音列とその周囲の音列が持つ
音楽的意味をビュー表示上の位置と音符の色などの表示属性によって表現する。
最後に，提案した楽曲モデルと視覚化機構にもとづきプロトタイプの実装を行ない実装可能性を示すとともに，音
楽専門家による試用では良好な評価を得ている。
以上の研究成果は，ハイパーテキスト技術の音楽情報処理への応用に貢献するものであり，博士(工学)の学位論
文として価値のあるものと認める。
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